
こころのケア活動　　　第24班　活動報告

活動期間　 平成23年7月13日（水）～16日（土）
活動メンバー こころのケア要員　　　　大西浩子　　　中平真弓

◎タイムスケジュール
日付 時刻

7月12日 7:45

8:00
8:20
8:50
9:30
11:13
11:28
13:16
13:47
15:00
15:00
15:35

17:15

19:15
20:20
20:30

7月13日 6:30
7:30
8:00
8:30
9:40
10:15
10:30
11:00
11:30
12:00

13:50

15:30
16:00

18:10
20:00

7月14日 7:20
9:10
10:40
11:00
12:20

14:00
15:00
15:30
16:00

17:00

18:50
20:20

石巻赤十字病院会議室にて、救護班及び
行政担当者とのカンファレンス

合同ミーティング

本部挨拶　聞き取り調査　こころのケア

宿（新富亭）発
渡波中学校到着　
渡波中学校出発

24班ミーティング
記録

明友館到着　
明友館出発

本部挨拶　こころのケア

記録

石巻赤十字病院発
宿（新富亭）着

小竹浜コミュニティセンター到着

現状調査　こころのケア

現状調査　こころのケア

祝田1区集会所到着
祝田1区集会所出発

16:00

翌日からのタイムスケジュール・活動内容
の検討

23班24班カンファレンス

こころのケア（長野班）から担当地区及び
避難所状況・対象者について申し送りを受

本部挨拶　聞き取り調査

こころのケア　＊日精神メンバー（Dr　MS）同行

本社調達レンタカー　RVR使用
本部挨拶　こころのケア

本社調達レンタカー　RVR使用

本社調達レンタカー　RVR使用

渡波支所出発

小竹浜コミュニティセンター出発

渡波小学校到着
渡波小学校出発

渡波小学校出発

昼食休憩

石巻赤十字病院着
24班ミーティング

渡波小学校到着

宿（新富亭）発
石巻赤十字病院着
24班ミーティング

石巻赤十字病院発
宿（新富亭）着

石巻赤十字病院発
渡波支所到着　

昼食休憩

石巻赤十字病院着

石巻駅着　　　　　　　
石巻駅発　　　　　　  タクシー

石巻赤十字病院発　　
宿（新富亭）着
食事

石巻赤十字病院着 

申し継ぎ

名古屋駅発　　　　　 東海道新幹線
東京駅着
東京駅発　　　　　 　 東北新幹線
仙台駅着
仙台駅発　　　　　　  高速バス

岐阜赤十字病院出発 社会係高橋係長にて岐阜駅まで送迎
岐阜駅発　　　　　 　 JR東海道線
名古屋駅着

活動内容・特記事項スケジュール
岐阜県支部馬渕局長　中村院長壮行挨拶出発式
大西・中平挨拶



7月15日 7:20
9:00
10:30
10:40
11:30
11:40

13:30
14:00
14:10
14:45
15:20
16:00

18:00

7月16日 7:30
9:10
9:55
10:15

12:50
14:00
15:00

17:00
18:30
18:48
20:36
21:00
22:42
22:48

23:25

こころのケア活動

湊中学校到着 本部挨拶　聞き取り

万石浦中学校到着 市立病院看護師に聞き取り　こころのケア

市立病院看護師に連絡　アポを取る

挨拶　こころのケア

本社調達レンタカー　RVR使用
本部挨拶　聞き取り調査　こころのケア

石巻赤十字病院発

昼食休憩

石巻赤十字病院着
24班ミーティング
記録

万石浦中学校到着
万石浦中学校出発
渡波小学校到着
渡波小学校出発
万石浦中学校へ戻る

万石浦中学校出発

湊中学校出発

宿（新富亭）発

渡波小学校着　 挨拶　こころのケア
渡波小学校発　

宿（新富亭）着
宿（新富亭）発

渡波支所着　 挨拶

昼食休憩
近隣の被災地視察 女川地区視察

給油及び整備

全体ミーティング
次班（鹿児島班）へ担当地区及び避難所
の状況および活動内容、こころのケア該
当者の申し送り

次班への申し送り

石巻赤十字病院着
活動内容まとめ　記録

仙台発　　　　　　　東北新幹線
東京着

15:45～
16:30

石巻赤十字病院発　　　タクシー
仙台駅着

車両装備

名古屋発　　 　　　ＪＲ東海道線

東京発　　　　　　　東海道新幹線
名古屋着

23:08

平成23年7月12日から16日にかけ、石巻赤十字病院を拠点とし、沖縄班・岡山班・石川岐阜班計12名で石
巻地区避難所を巡回してのこころのケアを行いました。石川岐阜班（看護師3名主事1名）は石巻市の沿岸
部に近い地区を中心に8箇所の避難所を巡回しました。
発災から4ヶ月経過し、石巻赤十字病院周辺は平常を取戻しつつある状況でしたが、車で30分ほど走行す
ると、瓦礫の山、人気のない住宅地等、風景が一変しました。避難所、被災者の数とも減少傾向とのこと
でしたが未だ80余りの避難所に3000人以上が生活されている現状でした。以前より支援物資も充足し、被
災者の方からは「何とか生活できているよ。不自由もなくなったよ」と話されましたが、気温30度を超える猛
暑日が続く中、十分な冷房設備もなく、一人一人の被災者の方が本当に快適にそして安全に生活できる
環境には、まだまだ多くの課題があるように感じました。仮設住宅の入居も徐々に行われているようでした
が、、希望通りに入居できない現状、就業困難や生活復興への不安など、被災者のニーズは「衣・食・住」
から「医・職・住」へと変化し,それに伴い、こころのケアも被災の心的外傷ストレスへの支援から、社会的支
援の伴うストレスに変化しているようでした。しかし、こうした社会的支援者も実は被災者であり、被災のス
トレス、長期の支援活動の身体的・精神的ストレスを持ち、「こころのケア」を必要とする一人であるという
ことを強く感じ、「支援者の支援」にも目を向けていかなければならないと思いました。
被災地は今後も長期にわたり、復興に向けての支援が必要と考えられます。非被災地にいる私達は一人
一人が災害を忘れることなく、各々のいる場所で、できることを考え、行動していくことが大切であると思い
ます。　　　　　　最後に、厳しい環境の中で懸命に復興のために力をあわせて尽力されている支援者の
方々の活動に敬意を表すると供に、一刻も早く被災者の皆様が穏やかな生活が送れるようにと願いま
す。

岐阜赤十字病院着

竹内総務課長　社会係高橋係長お迎え
病院公用車にて病院帰路へ

解散

岐阜駅着　　　　　


